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ごく一般的な平行六面体の部屋においては、部屋の寸法により発生する定在波の周波数が決まります。
例えば、天井の高さが２.4mの部屋では、約70Hzを基音とする定在波が必ず発生し、低音を濁らせ音響
的飽和状態を誘発します。T114を部屋の隅に設置することにより有害な定在波を効率よく除去し、低音
の歪みと濁りを抑えると同時に部屋のリニアリティと飽和点を改善します。これによりダイナミクス溢
れるサウンドをもたらします。また、AVシステムにおいてリア・スピーカースタンドとしての兼用はと
ても効果的です。
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ほとんどの部屋の周波数特性は定在波により低域が上昇しています。T94はこの定在波を除去します。し
かしながら、中高域に関してはカーペット敷きのデッドな部屋、板張りのライブな部屋と様々です。
T114はその円筒の半面が全域吸音、もう半面は中高域を均一に拡散します。即ち、この円筒形を廻すこ
とにより、中高域の周波数特性を連続的に調整し周波数特性の凹凸を抑えることができます。
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スピーカーとスピーカーの真ん中は、左右のスピーカーからの音波が激しくぶつかり合います。この真
ん中にT114を立てることにより、左右のスピーカーから発せられた音波の衝突を緩和し、音場の乱れを
抑え定位が向上します。またスピーカー背面角の、つまりスピーカーに最も近いT94は、スピーカーから
発せられた強い（まだ減衰していない時間差の少ない）音波を吸音し定位の乱れを防ぎます。

※T114の高さを抑えたT113（φ28cm x 92cm）もございます。
※T114, T113は２段重ねにスタックや吊り下げが可能です。
※T114, T113はAVシステムのリア・スピーカースタンドとして最適です。
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